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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成20年11月6日(2008.11.6)

【公開番号】特開2007-196024(P2007-196024A)
【公開日】平成19年8月9日(2007.8.9)
【年通号数】公開・登録公報2007-030
【出願番号】特願2007-122495(P2007-122495)
【国際特許分類】
   Ａ６３Ｆ   7/02     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３２０　
   Ａ６３Ｆ   7/02    ３１３　

【手続補正書】
【提出日】平成20年9月22日(2008.9.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を含み、変動開始の条件の成立に応じ
て前記可変表示部における識別情報の変動を開始した後に表示結果を導出し、該表示結果
があらかじめ定められた特定の表示態様となった場合に遊技者にとって有利な特定遊技状
態に制御する遊技機であって、
　遊技の進行を制御する遊技制御手段と、
　前記可変表示部の表示制御を行う表示制御手段と
　を備え、
　前記遊技制御手段は、
　前記可変表示部における変動開始の条件の成立を検出する始動条件検出手段と、変動開
始の条件が成立したことを記憶する保留記憶手段と、
　前記保留記憶手段が記憶する変動開始の条件の成立数に応じて異なる確率でリーチ演出
を含む演出を行うか否かの決定を行うリーチ演出決定手段と、
　識別情報の変動制御に関するコマンドを送出するコマンド送出手段とを含み、
　前記コマンド送出手段は、前記可変表示部における変動を開始するときに変動時間を特
定可能なコマンドを前記表示制御手段に送出し、前記変動時間が経過したときに全ての識
別情報の停止を指示するコマンドを前記表示制御手段に送出し、
　前記変動時間を特定可能なコマンドは、前記リーチ演出決定手段の決定結果に対応して
設定され、
　前記表示制御手段は、前記変動時間を特定可能なコマンドにもとづいて可変表示部の表
示制御を行い、
　前記リーチ演出決定手段は、前記保留記憶手段が記憶する変動開始の条件の成立数が上
限値である場合に、少なくとも下限値である場合に比べて低い確率でリーチ演出を含む演
出を行うことに決定する
　ことを特徴とする遊技機。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　本発明による遊技機は、複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示部を含み、変動
開始の条件の成立に応じて可変表示部における識別情報の変動を開始した後に表示結果を
導出し、該表示結果があらかじめ定められた特定の表示態様となった場合に遊技者にとっ
て有利な特定遊技状態に制御する遊技機であって、遊技の進行を制御する遊技制御手段と
、可変表示部の表示制御を行う表示制御手段とを備え、遊技制御手段は、可変表示部にお
ける変動開始の条件の成立を検出する始動条件検出手段と、変動開始の条件が成立したこ
とを記憶する保留記憶手段と、保留記憶手段が記憶する変動開始の条件の成立数に応じて
異なる確率でリーチ演出を含む演出を行うか否かの決定を行うリーチ演出決定手段と、識
別情報の変動制御に関するコマンドを送出するコマンド送出手段とを含み、コマンド送出
手段は、可変表示部における変動を開始するときに変動時間を特定可能なコマンドを表示
制御手段に送出し、変動時間が経過したときに全ての識別情報の停止を指示するコマンド
を表示制御手段に送出し、変動時間を特定可能なコマンドは、リーチ演出決定手段の決定
結果に対応して設定され、表示制御手段は、変動時間を特定可能なコマンドにもとづいて
可変表示部の表示制御を行い、リーチ演出決定手段は、保留記憶手段が記憶する変動開始
の条件の成立数が上限値である場合に、少なくとも下限値である場合に比べて低い確率で
リーチ演出を含む演出を行うことに決定することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明によれば、遊技機を、リーチ演出決定手段が保留記憶手段が記憶する変動開始の
条件の成立状態に応じて異なる確率でリーチ演出を含む演出を行うか否かの決定を行うよ
うに構成したので、特定の条件が成立するとリーチ状態となる割合を減らして可変表示部
における変動時間を短縮し、遊技者に有利な状態を与えることができる効果がある。また
、コマンド送出手段が、可変表示部における変動を開始するときに変動時間を特定可能な
コマンドを送出し、コマンドがリーチ演出決定手段の決定結果に対応して設定されるよう
に構成されているので、リーチ演出の細かい部分を表示制御手段に任せることができ、遊
技制御手段の負担を軽くすることができる。また、リーチ演出決定手段が、保留記憶手段
が記憶する変動開始の条件の成立数が上限値である場合に、少なくとも下限値である場合
に比べて低い確率でリーチ演出を含む演出を行うことに決定するように構成されている場
合には、次々に図柄の変動が開始できる状態では、実質的に変動時間を短縮し、単位時間
当たりの変動開始回数を高くすることができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正２３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３２
【補正方法】削除
【補正の内容】
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